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自己紹介

１９９３年４月 日本開発銀行（現・日本政策投資銀行（DBJ））入行

広島支店（現・中国支店）・九州支店・関西支店
本店営業第３部（電子産業）・都市開発部
企業金融第１部兼第２部兼技術事業化支援センター
国土交通省

2014年４月 富山事務所長

2017年４月 日本商工会議所地域振興部（出向）

富山市PPP事業手法検討委員会座長【現在】

2018年度 全国商店街振興組合連合会ブロック会議ファシリテーター（～2024年度）

2020年２月 会議所ニュース「まちの羅針盤」寄稿【現在】

2020年４月 ＤＢＪ設備投資研究所経営会計研究室長

日本商工会議所 まちづくりタスクフォース委員【現在】

一般財団法人ローカルファースト財団理事・主席研究員【現在】

2021年６月 株式会社日本経済研究所

2023年4月 国土交通省PPPサポーター【現在】

2025年６月 東京団地倉庫株式会社 取締役執行役員【現在】
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会議所ニュース「まちの羅針盤」「統計データ活用」

日商 Assist Biz https://ab.jcci.or.jp/series/1288/
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本日の内容

地域経済
活性化とは？

熊谷市の
地域経済循環

熊谷市が
持続可能な地域
となるために



地域経済活性化とは？
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地域経済活性化とは？

工場を誘致すれば、地域経済は活性化するでしょうか？

ショッピングセンターが出来たら、地域経済は活性化するでしょ

うか？

人口が増えなければ地域経済は衰退し、持続可能ではなくなっ

てしまうのでしょうか？

（人口が増えさえすれば地域経済は活性化するでしょうか？）

：

地域経済活性化 ＝ 地域経済循環を強く・太くすること
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地域経済循環とは

生産(付加価値額）

分配(所得）

支出

例：商品を生産・販売して得る所得

例：地域住民が給料等の形
で獲得する所得

例：地域の商店での買物（消費）

例：地域の企業の設備更新（投資）

地域で稼いだ所得と、分配された所得
を比較して、所得の地域外への流出（或
いは地域外からの流入）を見る

地域内での支出は、地域の
生産（販売）に還流

地域で稼いだ所得は、地域の
住民や企業にどの程度分配

されているか

地域の住民や企業が得た所
得は、消費や投資にどの程度

支出されているか

地域の産業は、どの程度所得
を稼いでいるか

地域に分配された所得と、地域で支出さ
れた所得を比較して、支出の地域外への
流出（或いは地域外からの流入）を見る

地域経済循環

◼ 「生産→分配→支出」と流れる所得の循環が地域経済循環。

◼ 仮に人口が減少しても、地域経済循環の規模を維持・拡大することができれば、一人当
たりの付加価値額＊や所得が向上する可能性。

*付加価値額とは、人件費＋利益+減価償却の合計値、国全体ではGDP（Gross Domestic Product）、地域単位ではGRP（Gross Regional Product）と称する。
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地域経済循環図

◼ 国が提供しているRESAS*に、自治体単位の地域経済循環図が搭載。

◼ 白色が地域外に流出、赤色が地域外から流入している純流出入額。

*地域経済分析システム（Regional Economy Society Analyzing System）で、リーサスと呼ばれている。

神奈川県箱根町の地域経済循環図（2018年）

出所：RESAS（RESAS 地域経済分析システム）、環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）
地域経済循環分析（http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html）

https://resas.go.jp/
https://resas.go.jp/
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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地域経済循環の再構築（強く太くすること）

◼ あらゆる地域経済活性化策は、地域経済循環の再構築（強く太くすること）が目的。

主な地域経済活性化策 ＝ 地域経済循環を再構築する手段

中心市街地活性化 （経済循環を生み出す舞台を強化する取り組み）

エリアマネジメント （〃）

商店街活性化 （〃）

観光 （経済循環を生み出すこと／舞台を強化する取り組み）

SDGs  （経済循環を生み出す視点）

ＤＸ （経済循環を生み出すための手段（の効率化・多様化））

デジタル田園都市 （デジタルの力で経済循環を生み出す取り組み）

カーボンニュートラル （脱炭素を契機に経済循環を再構築する取り組み）

地域ブランド （経済循環を生み出すために地域資源を活用する取り組み）

【 これらの共通基盤となる考え方が、ローカルファースト 】
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日本の３年齢区分別人口推移

出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2023年推計）

実績 推計
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人口減少

日本の人口の長期推移

◼ 2008年までの人口ボーナス期とは違い、現在の日本は人口オーナス期。

◼ 消費者数は減少しており、明確な戦略が必要。同時に、プレイヤーや労働力人口も減って
おり、効率的な活動が不可欠。
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2020年
12,615万人

2070年（50年後）
8,700万人

2120年（100年後）
4,973万人

2008年（ピーク）
12,808万人

800年
（平安初期）
551万人

1150年
（平安末期）
684万人

1600年
（戦国末期）
1,227万人

1721年
（江戸中期）
3,128万人

1945年
（終戦）

7,215万人

実績 推計

出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2023年推計）

人口ボーナス
人口オーナス
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人口減少が避けられない中では

地域経済循環を強く・太くして

一人当たりGRP／所得を高めていく必要

これらの営みの総称が「地域経済活性化」



熊谷市の地域経済循環

（留意事項）
 ・ 当Sectionのデータは属地主義
 ・ 経済センサス等の属人主義とは異なる 
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熊谷市の地域経済循環図（2020年） 

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

本社等    ▲2,181億円

財政移転    ＋504億円

財政移転は補助金、交付税などの国・都道
府県からの所得移転（政府支出－税金）労働生産性   1,101.3万円／人

（167位／1,741市町村）

地域住民一人当たり所得 418.7万円／人

（1,069位／1,741市町村）

地域経済循環図

（2020年）

指定地域：熊谷市

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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労働生産性（従業
員1人当たり付加価
値額）の水準は、
全国平均の117％

市民一人当たり
所得水準は低い

域外本社への
利益移転が巨額

域外からの
就業者が給与を
持って帰る

域外からの来訪者
が域内で消費する
ため、民間消費は
流入している

域外資本の
工場が多い
ため投資は
流入している

製造の移輸出で
大幅な域際黒字
となっている

第１次  195万円（   306万円）

第２次 1,851万円（1,026万円）

第３次  872万円（   936万円）

（全国）

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html


15

Power of 熊谷

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
化

学

住
宅

賃
貸

業

保
健

衛
生

・社
会

事
業

小
売

業

公
務

専
門

・科
学

技
術

、
業

務
支

援
サ

ー
ビ

ス
業

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

建
設

業

金
融

・保
険

業

食
料

品

情
報

・通
信

機
器

卸
売

業

金
属

製
品

運
輸

・郵
便

業

輸
送

用
機

械

パ
ル

プ
・紙

・紙
加

工
品

電
気

業

教
育

は
ん

用
・生

産
用

・業
務

用
機

械

宿
泊

・飲
食

サ
ー

ビ
ス

業

窯
業

・土
石

製
品

廃
棄

物
処

理
業

非
鉄

金
属

そ
の

他
の

製
造

業

そ
の

他
の

不
動

産
業

電
子

部
品

・デ
バ

イ
ス

情
報

通
信

業

農
業

電
気

機
械

鉄
鋼

石
油

・石
炭

製
品

印
刷

業

ガ
ス

・熱
供

給
業

水
道

業

繊
維

製
品

鉱
業

林
業

水
産

業

産
業
別
生
産
額
（億
円
）

産業別生産額

地域の中で規模が
大きい産業

地域の中で規模が大きい産業は何か（2020年）

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

熊谷市 生産額 18,764億円

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

産業別修正特化係数（生産額ベース）

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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地域の中で所得を
稼いでいる産業

地域で所得（付加価値）を稼いでいる産業は何か（2020年）

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

産業別生産額

熊谷市 付加価値額 9,753億円
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域外から所得を獲得している産業は何か（2020年）

うちエネルギー収支▲246億円
域外から所得を
獲得している産業

域外に所得が
流出している産業

産業別純移輸出額

熊谷市 純移輸出額 1,183億円

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

一次産業  ▲96億円
二次産業 ＋3,147億円
三次産業 ▲1,867億円

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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熊谷市の地域経済循環図（2020年） 

労働生産性（従業
員1人当たり付加価
値額）の水準は、
全国平均の117％

市民一人当たり
所得水準は低い

域外本社への
利益移転が巨額

域外からの
就業者が給与を
持って帰る

域外からの来訪者
が域内で消費する
ため、民間消費は
流入している

域外資本の
工場が多い
ため投資は
流入している

製造の移輸出で
大幅な域際黒字
となっている

第１次  195万円（   306万円）

第２次 1,851万円（1,026万円）

第３次  872万円（   936万円）

（全国）

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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市民一人当たり
所得水準は低い

域外本社への
利益移転が巨額

域外からの
就業者が給与を
持って帰る

域外からの来訪者
が域内で消費する
ため、民間消費は
流入している

域外資本の
工場が多い
ため投資は
流入している

製造の移輸出で
大幅な域際黒字
となっている

第１次  195万円（   306万円）

第２次 1,851万円（1,026万円）

第３次  872万円（   936万円）

（全国）

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

まずは、どの段階の

所得流入を増やしますか？

所得流出を減らしますか？

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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従業者と労働生産性から見る付加価値額

出所：RESAS、総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」（2021年）

追加資料

2021年経済センサス-属人主義



熊谷市が持続可能な地域となるために
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出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2023年推計）

実績 推計
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熊谷市の人口増減

出所：ＲＥＳＡＳ、総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

社会増減 ＋642人
転入数 8,285人
転出数 7,643人

自然増減▲1,656人
出生数 944人
死亡数 2,600人
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熊谷市の労働力人口（2020年→2050年）

◼ 2020年の労働力人口は96千人。労働参加率が2020年のままでは、2050年には
67千人になると試算（約3万人の減少）。ただし、女性および高齢者の労働参加率向上
があれば８4千人（約12千人、年間4百人の減少に留まる見込み）。
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出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2023年推計）
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熊谷市の労働力人口（2020年→2050年）

◼ 2020年の労働力人口は96千人。労働参加率が2020年のままでは、2050年には
67千人になると試算（約3万人の減少）。ただし、女性および高齢者の労働参加率向上
があれば８4千人（約12千人、年間4百人の減少に留まる見込み）。
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多様な就労形態
多様な職種
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製造業のバリューチェーン

市場
調査

商品
企画

試作
原料
調達

加工
生産

出荷 販売
顧客
対応

熊谷市の
ものづくり産業が

強い領域

技術開発

各種コンサル

技術開発・試作受託（菊池製作所等）

広告代理店（電通等）

市場分析（電通等）

試作サービス会社
（日本ゼオン等）

生産工程支援
（キーエンス等）

商社 物流

ＥＣ支援（Amazon等）

顧客管理
（セールスフォース等）

チャットポッド等

脱炭素支援（アスエネ、日東工業等）

追加資料
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働き（続け）たくなる まち

住み（続け）たくなる まち

微住の推進
（移住・定住の前に）

一人当たり
ＧＲＰの拡大

多様な職場
（働き方）
の創出

自然増減・社会増減
同時解決
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年収区分別の未婚率

出所：総務省「就業構造基本調査」

◼ 男性は、年収が上がるほど未婚率が低下する（所得が向上しないと結婚しない／できな
い）。
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東京都の地域経済循環図（2018年） 

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

分配（所得）段階で、地方交付税交付金等
によって地方（東京以外）にお金を配布

↓
支出段階で、地方（東京以外）から、配布
したお金以上の仕事等を得ている

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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北海道の地域経済循環図（2018年） 

出所：環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グループ）受託作成）地域経済循環分析（http://www.env.go.j
p/policy/circulation/index.html）

分配（所得）段階で、地方交付税交付金等
によって東京からお金を得ている

↓
支出段階で、東京に仕事を発注しており
（お金を貰っても）地域にお金のみならず、
仕事やノウハウも残らない可能性

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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東京一極集中の本当の問題

出所：厚生労働省「労働力調査」

◼ 地方で増えている仕事の業種は「医療・福祉」であり、クリエイティブ的な産業は主に「東
京」で増えている。持続的な地域経済を構築するためには、三次産業の地域産業化を図
り、仕事の種類を増やす必要がある。
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運輸業

製造業

建設業

農林漁業

全国 ＋143万人
東京 ＋  59万人
地方 ＋ 84万人

↓
東京で増加（東京で４割超）

全国 ＋254万人
東京 ＋  29万人
地方 ＋225万人

↓
地方で増加（地方で９割弱）

（万人） <クリエイティブ的産業>

13年間で449万人の就業者増（仕事の数が増加） 2010年6,298万人 → 2023年：6,747万人

（増減数）

cf.  この13年間で、製造業や運輸業、小売・
卸売業などの就業者は減少している。

産業別就業者数の推移（2010→2023年）
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母親の職業別出生率
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出所：厚生労働省「人口動態 職業・産業別統計」（2020年）

◼ 全体の出生率＊より、母親が有業である場合の出生率の方が高い。中でも、管理的職業
や専門的・技術的職業の従事者の出生率が高い。

*1000人当たり出生数
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「微住」の推進

◼ 一足飛びに地域と継続的な関係を持つ「移住・定住」のハードルは高い。

◼ その前に、地域と一時的な関係を持つ「微住」の視点で各種取組を推進することで、関係
人口の創出や、移住・定住の促進につなげていくことができる。

出所：筆者作成

移住・定住微住関係人口

（継続的な関係）（一時的な関係）（周知）

フルタイム・正社員兼業・副業ボランティア

住宅賃貸・購入一時的な住居観光

ホテル

希望の住居が見つかるまで仮住まい
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2010年と2024年の比較

出所：（日本の人口）2010年「国勢調査」、2024年総務省「人口推計」（9月1日概算値）、（世界人口）国連、（訪日外国人数）日本政府観光局（JNTO）、
 （延べ宿泊者数）観光庁「宿泊旅行統計調査」

2010 → 2024 年 増減

日本の総人口 12,806 → 12,354 万人 （ ▲3.5 ％ ）

0歳～14歳 1,684 → 1,385 万人 （ ▲17.8 ％ ）

65歳以上 2,948 → 3,624 万人 （ +22.9 ％ ）

世界人口 69.5 → 82.0 億人 （ +18.0 ％ ）

訪日外国人数 861 → 3,687 万人 （ +３28.2 ％ ）

外国人延べ宿泊者 ２，03５ → 16,348 万人 （ +703.3 ％ ）

日本人延べ宿泊者 31,131 → 48,801 万人 （ +56.7 ％ ）
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2010年と2024年の比較

出所：（日本の人口）2010年「国勢調査」、2024年総務省「人口推計」（9月1日概算値）、（世界人口）国連、（訪日外国人数）日本政府観光局（JNTO）、
 （延べ宿泊者数）観光庁「宿泊旅行統計調査」

2010 → 2024 年 増減

日本の総人口 12,806 → 12,354 万人 （ ▲3.5 ％ ）

0歳～14歳 1,684 → 1,385 万人 （ ▲17.8 ％ ）

65歳以上 2,948 → 3,624 万人 （ +22.9 ％ ）

世界人口 69.5 → 82.0 億人 （ +18.0 ％ ）

訪日外国人数 861 → 3,687 万人 （ +３28.2 ％ ）

外国人延べ宿泊者 ２，03５ → 16,348 万人 （ +703.3 ％ ）

日本人延べ宿泊者 31,131 → 48,801 万人 （ +56.7 ％ ）
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インバウンド推移
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地域経済循環を強く・太くする

出所：筆者作成

◼ 地域経済循環を強く・太くする視点で、強みであるものづくり産業の基盤を維持するた
め、「働き（続け）たくなる」「住み（続け）たくなる」まちづくりを行う。

生
産

分
配

支
出

生産性向上

高付加価値化

就業者拡大

地域企業創出

貿易収支改善

消費呼び込み

投資呼び込み

＜主な視点＞

人口、社会・交通インフラ

バリューチェーンの把握・内在化
→ 地域の稼ぐ力＋レジリエンスの向上

オープン・イノベーションの推進

多様な人材活用による労働参加率の向上

まちの社員食堂など
ものづくり就業者向けサービスの創出

カーボンニュートラル産業団地・ビルの設置
（2050カーボンニュートラルの推進 等）

ナイトタイムエコノミーの創出
（業後の賑わい、来訪者の滞在時間拡大 等）

ものづくり産業および関連する産業
における新事業創出支援

＜働き・住み（続け）たくなる」まちづくり（試案）＞

移住の手前となる微住者向けの住居支援
（兼業・副業などの際お試し移住に活用できる住まい）

DX推進

新商品・サービス開発

健康経営推進

新規創業支援

優遇措置

観光振興

域内調達拡大

＜主な取組事例＞

コミュニティバス充実

スタート
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Power of 熊谷

地域経済循環を強く・太くする

出所：筆者作成

◼ 地域経済循環を強く・太くする視点で、強みであるものづくり産業の基盤を維持するた
め、「働き（続け）たくなる」「住み（続け）たくなる」まちづくりを行う。

生
産

分
配

支
出

生産性向上

高付加価値化

就業者拡大

地域企業創出

貿易収支改善

消費呼び込み

投資呼び込み

＜主な視点＞

人口、社会・交通インフラ

バリューチェーンの把握・内在化
→ 地域の稼ぐ力＋レジリエンスの向上

オープン・イノベーションの推進

多様な人材活用による労働参加率の向上

まちの社員食堂など
ものづくり就業者向けサービスの創出

カーボンニュートラル産業団地・ビルの設置
（2050カーボンニュートラルの推進 等）

ナイトタイムエコノミーの創出
（業後の賑わい、来訪者の滞在時間拡大 等）

ものづくり産業および関連する産業
における新事業創出支援

＜働き・住み（続け）たくなる」まちづくり（試案）＞

移住の手前となる微住者向けの住居支援
（兼業・副業などの際お試し移住に活用できる住まい）

DX推進

新商品・サービス開発

健康経営推進

新規創業支援

優遇措置

観光振興

域内調達拡大

＜主な取組事例＞

コミュニティバス充実

スタート

どこから

なにから

はじめますか？
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Power of 熊谷

労働生産性の追求ばかりでは地域経済規模は縮小する

出所：筆者作成

◼ 労働生産性＝付加価値額÷労働投入量（従業者数等）であり、労働投入量（従業者数等）
の削減によって向上可能。

◼ 必ずしも（付加価値額の）規模や総量の拡大につながるものではない。

負の循環のメカニズム

労働生産性↑ 労働投入量↓

地域生産↓ 雇用・賃金↓

地域需要↓ 消費支出↓

労働生産性を追求
した結果、地域経済
規模が縮小して、更
に労働生産性の向
上に取り組む必要
が 生 じ る 可 能 性

労働者は、売り手である以上に買い手である。
車輪の回転にはずみをつけるのは買い手側
である。商品は一般の人々に買いやすいよう
にすることである。それが仕事をつくり、賃
金を生む。それが事業拡大と、より大きなサ
ービスのための余剰を生むのだ。
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Power of 熊谷

地域をあげて取り組む必要

出所：筆者作成

分配

支出

生産
バリューチェンの内在化

（マッチングの推進）

GXの推進
（カーボンニュートラル対応型

新商品・サービスの開発）

多様な働き方の提供
（ウェルビーイング、健康経営等）

地域企業の創出
（ものづくり事業者向け

サービスの創出）

カーボンニュートラル
産業団地の形成

ナイトタイムエコノミー
の創出再生可能エネルギーの

開発・導入

微住支援

◼ 地域経済循環を強く・太くする取組の効果は相互に影響することから、統合的に推進し
てく必要がある。

統合的に推進していくための仕組み（官民での戦略会議・プラットフォーム等）が必要
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INN THE PARK

出所：国土交通省「官民連携事業（PPP/PFI）の推進について」
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Power of 熊谷

地域活性化に資するＰＰＰ（官民連携）を

V
F
M

現状

民間の資金・ノウハウで
地域に新しいビジネス

単純な

ＰＦＩ

目指すべき

ＰＰＰ

地域ビジネスの
基盤を行政が支える
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Power of 熊谷

市長をやりませんか？

出所：鯖江市地域活性化プランコンテストＨＰ（https://sabae-plancontest.jp/）
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週１副社長プロジェクト

鳥取県は、県内中小企業が「攻めの経営」に
転じていくために、販路開拓、海外進出、IT化
等のビジネス戦略を実現するビジネス人材の活
用が必要と考えています。そこで、都市部からの
副業・兼業のビジネス人材を活用して、「攻め
の経営」に取り組んでいくための意識啓発を図
り、人材活用の新たな仕組みづくりにつなげるた
めに、本プロジェクトを発足いたしました。

出所：週１副社長HP（https://tori-pro.jp/）
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Power of 熊谷

福井「県都まちなか再生ファンド」

出所：県都まちなか再生ファンドHP（https://fukui-saiseifund.ftmo.co.jp/）
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Power of 熊谷

京都銀行「京銀まちづくりファンド」

出所：京都銀行「地方創生ガイドブック」（https://www.kyotobank.co.jp/about/community/guidebook.html）

主な案件

投資先 宇治観光まちづくり株式会
社（宇治市）

概要 地域交流拠点としての機能
やまちづくりに関するコン
サルティング機能を備えた
拠点の整備

投資先 西尾サプライズ株式会社
（南丹市美山町）

概要 茅葺き古民家物件２棟を一
棟貸宿泊施設として整備

投資先 鶴ヶ岡まちづくり株式会社
（南丹市）

概要 古民家物件２棟をレストラ
ンを併設した宿泊施設・一
棟貸宿泊施設として整備

投資先 有限会社昇苑くみひも（宇
治市）

概要 古民家を改修し、独自の製
造方法でつくる「ロースト
抹茶」を使った商品を提供
する専門カフェを開設
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直近のビジョン作成お手伝い実績

https://www.yamatocci.or.jp/community/30t
h.html

https://wajimacci.or.jp/2025/01/10911/

追加資料
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ビジョンの構成

■ 地域経済の羅針盤となるビジョンの構成は以下の3つである。

Vision（未来像） ：まず「どんな未来を創りたいか？」を最初に掲げる

Mission（役割） ：その未来を実現するために自分たちは何をするか？

Value（具体的な行動（基準））：その実践をどう支えるか？

Vision

Mission

Value

将来のありたい姿

実現のための役割

具体的な行動（基準）

企業のビジョンの場合は、大きなフレー
ムワーク（地域や社会全体のビジョン）
の中で、どのような役割を果たせるか
という使命感や存在意義＝Mission
からスタートする

地域や社会のビジョン（の構成）

Mission

Vision

Value

自分たちの存在意義

目指す姿（あるべき姿）

MissionやVisionを
実現するための価値観

企業のビジョン（の構成）

追加資料
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Power of 熊谷

ビジョンを作成してみませんか？

熊谷りそな会と熊谷商工会議所と●●で

地域産業ビジョンを作成して

市長と定期的に意見交換をしませんか？

追加資料
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Power of 熊谷

最後に

まずは

ローカルファーストから始めませんか？
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Power of 熊谷

ご質問、ご相談等がございましたら、何なりと下記連絡先までお問い合わせください。

連絡先

TEL 0467-57-8100

FAX 090-9148-2010

EMAIL hiudono@localfirst.jp ／ hiudono@outlook.com

著作権（C） Local First Foundation (General Incorporated Foundation) 2025
当資料は、一般財団法人ローカルファースト財団により作成されたものです。

当資料は、貴社及び当財団間で検討／議論を行うことを目的に貴社限りの資料として作成されたものであり、特定の取引等を勧誘するものではな

く、当財団がその提案内容の実現性を保証するものではありません。

当資料に記載された内容は、現時点において一般に認識されている経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断した一定の前提に基づき作成さ

れておりますが、当社はその正確性・確実性を保証するものではありません。また、ここに記載されている内容は、経営環境の変化等の事由により、

予告なしに変更される可能性があります。

当資料のご利用並びに取り組みの最終決定に際しましては、貴社ご自身のご判断でなされますよう、また必要な場合には顧問弁護士、顧問会計士な
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一般財団法人ローカルファースト財団
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